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古代エジプトでは、毎年ナイル河が氾濫し、周辺の農地は、４ヶ月く

らい水につかって作物が作れませんでした。氾濫は上流から養分

たっぷりの土を運んできますが、どこまでがだれの土地なのかわか

らなくなってしまいました。

このため水が引いたあとに、農地をもとの区画にするため測量が

行われました。

結び目の間の数を３個、

４個、５個にすると直角

三角形ができるんだね！

直角を作り、土地を区画

していたんだ。そこから測

量が発達したんじゃよ
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日本人で最初に地球の大きさをはかった人は、伊能忠敬です。

伊能は、地球の緯度1度の長さから地球の大きさを求めるために測量に出かけた

といわれています。第一次測量では奥州街道をまっすぐ北上しながら測量と天文観

測を行い、緯度1度の長さを27里余り(106km)と求めました。

また、第二次、第三次測量で緯度1度の長さを28.2里(110.7Km)と求め、地球の大き

さは、１周約39,900Kmと計算しました。

１度の長さ（弧長）は、今、日本

で使っている楕円体上で計算

すると約111kmとなるんじゃ。

伊能さんの測量が正確だった

ことがわかるの～

全国を歩いて地図を

作っただけでもすごい

のに、地球の大きさま

で測るなんて、びっくり

り あま

い のう ただ たか

けい さん

おう しゅうかい どう てん もん かん
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中象限儀
北極星の高度角を

はかって、緯度を求

めました。
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A点とB点間の長さと高度角の差がわか

れば、地球の大きさがわかる。
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地図は、長久保赤水の日本図（2階に展示しています）を使用
ち ず なが く ぼ せきすい てん じに ほん ず かい し よう

い のう

おこな

もと

はか

ど なが こ ちょう いま に ほん

つ だ えん たいじょう けい さん

やく

い のう そくりょう せい かく

に ほん じん

そく い ど

い ど

い ど


